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騒音・振動等に対する苦情件数は、公害に関する苦情件数の約２０％を占めている。昭和５３年ごろか

ら徐々に減少していた苦情件数は、ここ数年かなりの増加傾向をしており、特に、工場騒音、建築・土

木工事現場から発生する騒音・振動、自動車騒音、低周波音に対する実用的評価法や効果的な対策技術

が強く要求されている。例えば、対象とする地域全体における面的な騒音・振動評価法や、さまざまな

音源から発生する各種騒音に対する音質評価、暗騒音・暗振動の存在下における対象騒音・振動の評価、

経済性を考慮した能動騒音・振動制御技術の開発などが、住工調和のとれたまちづくり等企業立地環境

の整備や地域社会に対する環境保全の観点から望まれる。 

 本研究では、地域社会における騒音・振動に対する環境評価をより正確に実施し、環境基準や騒音・

振動規制値の遵守状況をより的確に把握するための環境騒音・振動に対する実用的評価技術の開発を目

的とし、新たな評価法を研究開発した。また、環境騒音・振動の一対策法として、工作機械など騒音・

振動の発生源に着目し、最先端の適応信号処理技術を用いることによる、低コストで高性能な能動騒

音・振動制御システムを研究開発した。 

 ２年計画の１年目である平成１８年度は、次の観点から研究開発を進めた。 

 幹線道路周辺の広域騒音・振動評価法について検討を行った。具体的には、1)一般に、伝搬環境の多

様さや影響範囲確定の困難さもあり、実測により騒音・振動を面的に把握することは多くの場合困難で

あることから、基準地点での測定データから複数の評価地点における環境騒音・振動を推定する、新た

な評価手法を研究開発した。2)さらに、暗騒音・暗振動対策として、暗騒音・暗振動の統計的情報が未

知の実際的状況下での雑音対策技術を、ファジィ理論を導入することにより提案した。 

 次に、ディゼルエンジンや工作機械などによって生成される、一つまたは複数の周波数成分をもつ狭

帯域騒音信号の抑制・制御に有効とされる従来の能動騒音制御(ANC)システムに対してFiltered-x 

RLS(FXRLS)アルゴリズムを導入し、先に提案したロバストなFiltered-x LMS(FXLMS)型狭帯域ANCシステ

ムの改良を行った。すなわち、より高速に収束し、周波数ミスマッチ(FM)もより高速に解消できるロバ

ストな狭帯域ANCシステムを提案した。具体的には、1)先に提案したFXLMS型狭帯域ANCシステムの問題

点をシミュレーションにより指摘した。2)次に、FXRLSアルゴリズムを周波数チャンネルごとに導入し、

FMの抑制・解消の高速化を実現できるようにシステムの改良を行った。3)さらに、シミュレーション実

験を通して、新たに提案したシステムがより優れていることを明らかにした。

 以上の研究成果は、学術論文誌および国際会議において公表の予定である[1-3]。開発した研究成果

をさらに発展させることにより、地域の騒音・振動環境アセスメントや騒音・振動環境行政に反映され

ることが期待される。また、地域産業独自の騒音・振動低減技術開発と実用化の可能性を有している。 
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